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令和元年度JA介護保険事業戦略的事業展開現地研究セミナー② 

＜ＩＣＦ（国際生活機能分類）をベースとした自立支援型デイサービス＞ 

の開催について（案内） 

 

ＪＡ介護保険事業の持続的運営と発展に資するため、平成30年度制度改定を踏まえ

て最重要と思われるテーマを、 

①自立支援型デイサービス運営（日生デイサービスセンター和光） 

②ＩＣＦ（国際生活機能分類）をベースとした自立支援型デイサービス（ＪＡ柏崎） 

③ＡＤＬ維持・介護専門人材育成（ＪＡあいち中央）の3点に厳選し現地研究セミナ

ーを開催いたします。今回は、その中で②ＩＣＦ（国際生活機能分類）をベースとし

た自立支援型デイサービス（ＪＡ柏崎）をご案内します。 

各テーマともまず座学で政策の流れをおさえるとともにそのテーマがもつＪＡ介

護保険事業における経営上の意義を考えます。そして現地を実際に視察することによ

り事例研究をとおして現場への応用・適用を考え自ＪＡでの取組みの参考にしていた

だきます。内容は、各回毎に完結しており、自ＪＡで特に取り組む必要があろうと思

われるテーマを選択してご参加いただけます。 

 つきましては、貴都道府県内の各ＪＡ・協同会社、ＪＡ関連の社会福祉法人等に対 

しご案内いただきますよう、お願いいたします。 

 

※研修会システムがＪＡに導入されていない場合または連合会については、都道府

県中央会で代行入力をお願いします。 

 

記 

 

１．【テーマ②：ＩＣＦ（国際生活機能分類）をベースとした 

自立支援型デイサービス】 

 

（１）趣旨： 

ＩＣＦとＩＣＦ視点の介護の考え方を学ぶとともに自ＪＡにおいて適用できるよ

う、アセスメントによる生活課題の抽出、適切な目標設定、通所介護サービス提供内

容へ反映、介護職員の共有化によるチームケアの実際を学習する。 

 



 

（２）対象者： 

①特に生活相談員・機能訓練指導員等、その他通所介護職員のなかで 

指導的立場にある者 

②ＪＡ介護保険事業担当部課長 

③ＪＡ中央会・厚生連担当者等 

 

（３）学習目標： 

①2021年制度改定に向けて通所介護事業に求められることは何かを理解する。 

②ＩＣＦ（国際生活機能分類）、ＩＣＦ視点の介護の考え方について理解する。 

③アセスメントによる生活課題の抽出、適切な目標設定、通所介護サービス提供内

容へ反映、介護職員の共有化によるチームケアの実際を理解する。 

 

（４）日時：令和元年９月１２日(木)13時30分～１３日(金)12時00分 

 

（５）場所：ＪＡ柏崎本店（新潟県） 

 

（６）内容：別添開催要領参照 

 

（７）特典： 

★ＪＡ柏崎で介護スタッフの教育用に実際に使用しているマニュアルを提供い

たします。 

 

以上 

 

 

 


